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令和 7 年度版 

柳井市断熱リフォーム促進事業のご案内 

【事業概要】 

柳井市では、カーボンニュートラルの実現に向けた取組の一環として、市内の居住用既存

住宅の断熱性能を向上させ、冷暖房による二酸化炭素排出量の削減を図るため、断熱リフ

ォーム工事費の一部を予算の範囲内で補助します。 

【補助金額】 

補助対象工事費（消費税及び地方消費税を除く）の 20％（補助上限額 50万円） 

※補助金額に千円未満の端数が生じた場合は、端数切り捨て 

※同一住宅について、同事業で補助金の交付を受けている場合は、補助上限額５０万円に 

達するまで申請が可能 

【補助の対象となる工事】 

・窓の断熱改修工事及び併せて実施する屋根、天井、外壁、床の断熱改修工事 

※１以上の居室（居間、寝室、台所等）において行う窓の断熱改修工事は必須 

※同事業にて窓の断熱工事を実施済みの場合は、併せて実施するものとみなす 

・対象工事費が１０万円以上（消費税及び地方消費税を除く）の工事 
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【例 5.居室対象、風呂対象外】 
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（１）  窓の断熱リフォーム工事 （必須工事） 

家の熱の大部分は窓から逃げています。性能の高い複層ガラスへの交換や既存の窓に

内窓をつけることで寒さを抑えることができます。 

 

【複層ガラス】                                【内窓】 

 

（２） （１）の工事と併せて実施する屋根、天井、外壁、床の断熱改修工事 

古い住宅には、壁や床、屋根裏に断熱材が入っていない場合があります。外気と触れ

る部分に断熱材を入れることで、室温低下・熱の流出入を抑えることができます。 
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【断熱リフォーム工事の基準】 

建築物省エネ法の基準を参考に設定しています。 

 

（１） 窓の断熱改修工事   

【開口部の熱貫流率４．１W/㎡・K以下の窓を設置する下記の工事】 

 

① ガラスの交換 

     既存窓のガラスのみを取り外し、既存サッシをそのまま利用して、複層ガラス等

に交換する工事 

② 外窓交換 

既存の外窓を交換する際、古いサッシを枠ごと取り除き、新しいサッシに交換す

る工事 

③ 内窓設置 

     既存窓の内側に、新たな窓を新設する又は既存の内窓を取り除き、新しい内窓に

交換する工事 
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【参考】 
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（２） （１）の工事と併せて実施する屋根・天井・外壁・床の断熱改修工事 

下記の式により算出される断熱材の最低厚さ以上の断熱効果が認められる断熱材を使

用する工事 

【断熱材の最低厚さ（㎜）＝断熱材の熱抵抗値×断熱材の熱伝導率×1000】 

（※ 熱抵抗値は、別表「断熱材の熱抵抗基準」に掲げる施工部位ごとの値を使用） 
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地域別断熱材の必要な厚さ（地域区分:６地域） 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

充填断熱工法     外張り断熱工法 

 

 

 

「住宅の省エネルギー」における地域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳井市は  
地域区分：６  
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